
手術中の低体温の予防

1．目　的
手術中の低体温を予防する。

2．用語の定義
１）「手術室における低体温」とは、麻酔・低めに設定された室温・短時間に投与される輸
液・輸血により中枢温が低下し35℃以下になった状態と定義する。

3．必要物品
体表を被覆する材料（リネン・紙製のシート・ビニールシート・アルミ製シート）、患者加
温装置

4．必要な知識
１) 「中枢温」とは、「核心温」とも言われ、脳温・胸郭深部の温度であり36.8℃±0.2℃

の範囲に維持されている。
２）「再分布性低体温」とは、麻酔により急激な末梢血管拡張が起こることによって、熱容

量が中枢から末梢へ移動し中枢温が低下することをいう。麻酔導入前にこの温度較差を
小さくすることで、移動する熱も少なくなる。

３）中枢温の測定部位は、手術部位に応じて食道温・膀胱温・直腸温・鼓膜温・咽頭鼻腔温
を選択する。

４）低体温の原因及び身体への影響・低体温となる可能性の高い手術について、以下のこと
を知っておく必要がある。

低体温の原因

① 麻酔による再分布性低体温

② 患者の体表面からの熱の放射
③ 大気にさらされた粘膜･臓器からの水分喪失による
熱の放射

低体温による身体への影響
①心筋虚血の頻度増加②創治癒の遅延③創感染率の上

昇④血液凝固機能の低下⑤薬物代謝の遅延

低体温となる可能性の高い患者

および手術

①小児

②高齢者
③広範囲の皮膚の喪失がある患者
④脊髄損傷患者

⑤大きい開創が行われる手術
⑥大量の輸液・輸血が行われる手術
⑦仰臥位以外の手術
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表7 低体温の原因及び身体への低体温となる可能性の高い手術



看護手順 留意点（コツ･ポイント）

手術前
□ 患者入室前に手術室と使用物品の温度
環境を整える。

□ 麻酔開始前から被覆材料、患者加温装
置などを用いて積極的な保温・加温を
実施する。

□ 手術野以外の体表面は被覆する。

手術中
□ モニタリングした体温の数値・末梢冷
感・皮膚色を観察する。

□ 輸液・輸血を投与する場合は、加温す
る。

□ 創洗浄液・体腔内洗浄液・灌流液は加
温する。

手術後
□ 患者の身体を清拭し、乾燥したリネン
で被覆する。

□ 実施した看護ケアは記録に残す。

① 入室時、患者が寒いと感じない室温に
調節し、手術ベット・リネンを暖めて
おく。

② 手術前の患者の皮膚温を早期に加温す
ることで、中枢温との温度較差が少な
くなり麻酔開始後の再分布性低体温の
程度を少なくすることが出来る。

③ 体表面を出来る限り被覆し、身体と覆
布間の空気層をつくり、熱喪失を少な
くする。

④ 観察した情報をアセスメントし看護に
つなげるとともに、加温装置の作動や
体温計の接続について再確認すること
も必要である。

⑤ 体温程度に調節する。

⑥ 体温程度に調節する。

⑦ 清拭は手早く行い、暖めたリネンなど
で保温する。

⑧ 観察・記録した情報は、アセスメント
して手術後の継続看護につなげる。

5．要　点
１）麻酔による再分布性低体温を予防するため、麻酔前から積極的に保温・加温を行う。
２）術前の情報から術中に起こりうる体温の変動を予測し、体温の変動が最小限になる
ように積極的に低体温の防止に取り組む。

6．看護手順
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